
1956.4.27 ⽴命⼤学ワンダーフォーゲル同好会 設⽴
創設者 S35卒鎌⽥ 克則⽒
発起⼈ S35卒⼤野照夫⽒､S35卒福島俊平⽒

1958.7.10 ⽴命ワンゲル会報「漂雲」創刊

1962.12.9 ⽴命ワンゲル⼩屋落成式

初代OB会会⻑ S35卒永辻啓介⽒

1992.10 ⼭⼩屋建設３０周年  
⼭⼩屋にて約30名が参加
S35卒永辻啓介⽒の挨拶
( HP「RUWVの歴史を残そう」に写真掲載)

1995? H06卒 CL浅井 祥家⽒、世古 貴⼠⽒等によりトイレ移設、新設
1995〜1996 第⼀回改修作業

⼭⼩屋改修⼯事総責任者 H09卒 CL浅間耕⼀
⼭⼩屋改修⼯事会計責任者 H09卒 澤井敬太
[改修内容]

1995.9 ⼀階床の改修⼯事 費⽤ 535,835
1996.12 屋根の葺き替え⼯事（鉄板葺からカラーベスト葺）

竈⾨の柱部分補強等 費⽤ 1,361,924
合計 1,897,759

寄付⾦ 346名 2,200,888

 S35卒永辻啓介⽒、S37卒森村 征男⽒、打越啓祐⽒等による⼭⼩屋維持活動開始
(⼭⼩屋委員会の前⾝)

2002.10.6 第⼆回改修（平成の⼤改修)の議論始まる

使⽤年⽉⽇

⼭⼩屋６０年の歩み (OB会設⽴以前)

維持管理活動



第⼆代OB会⻑S38卒吉原 芳⽂⽒、S40卒福井邦彦⽒等より

2002.12.8 ⼭⼩屋建設４０周年
⼭⼩屋にて50数名が参加
S35卒永辻啓介⽒の挨拶
第⼆回改修（平成の⼤改修)案がS39卒柴 弘⼀⽒より説明

⽞関ドアの交換
窓枠とガラス⼾の⼊れ替え
⼆階床の張り替え
⼯事費⽤ 670,000

森村⽒と柴⽒とで打ち合わせ
⼊⼝屁の追加
サッシ換気ルーバー、室内換気ガラスの設置
湿気防⽌のために壁の塗装
破⾵、⺟屋や軒裏の塗装
煙突の取り合い部分の補強
⼭側サッシに雪⽌め格⼦の設置

追加費⽤ 520,000
総費⽤ 1,190,000

(⼭⼩屋建設４５周年漂雲に説明あります)

2003.6.17〜 第⼆回改修（平成の⼤改修)
2003.5.28 ⼭⼩屋改修⼯事責任者 現役 ⼤野悠⼦⽒

(平成15年 CL⼤槻)

資材搬⼊ 2003.5.17から2003.5.18
現役が10数名応援

完成 2003.5.28

最終収⽀OB・OGからの寄付⾦合計(176名) 1,525,012
直接⼯事費・事務費の合計 1,242,917
差し引き残額 282,589

2006.10.21 ＲＵＷＶ設⽴５０周年記念⾏事 (からすま京都ホテル)
OB会⻑ S38卒吉原 芳⽂⽒ 挨拶



乾杯 S35卒永辻 啓介⽒
司会 S40卒瀬端 武男⽒
   
第３代OB会⻑ S41卒⼩野 拓男⽒
OB副会⻑ S46卒坂本 國実⽒

S47卒井上 孝⼀⽒

⼭⼩屋委員会設⽴  
⼭⼩屋委員⻑ S37卒森村 征男⽒
⼭⼩屋副委員⻑ S39卒鈴⽊ 正博⽒

2007.8.1 ⼭⼩屋建設４５周年漂雲発⾏

2008? トイレ改修、洋式便器設置(⼭⼩屋委員会)


